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学 校 規 則 第 １ 号 

制定 昭和３８年４月１日 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 岐阜工業高等専門学校（以下「本校」という。）は，教育基本法の精神にのっとり，及び

学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を養い，有為の人材を育成

することを目的とする。 

（自己評価等） 

第２条 本校は，教育水準の向上を図り，高等専門学校の目的及び社会的使命を達成するため，

教育研究活動等の状況について点検及び評価を行い，その結果を公表するものとする。 

２ 前項の点検及び評価の結果については，本校職員以外の者による検証を行うよう努めるもの

とする。 

３ 第１項の点検及び評価についての必要な事項は，別に定める。 

 

第２章 修業年限，学年，学期，休業日及び授業終始の時刻 

（修業年限） 

第３条 修業年限は５年とする。 

 （学年） 

第４条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。 

 （学期） 

第４条の２ 学年を分けて，次の２学期とする。 

  前期   ４月１日から９月３０日まで 

  後期  １０月１日から３月３１日まで 

 （休業日） 

第５条 休業日は，次のとおりとする。ただし，特別の必要があるときは，校長は，これらの休

業日を授業日に振り替えることがある。 

 一 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

 二 日曜日及び土曜日 

 三 主管会議の議を経て定められた春季，夏季，冬季及び学年末休業日 

２ 前項に規定する休業日のほか，臨時の休業日は，校長がそのつど定める。 

（授業終始の時刻） 

第６条 授業終始の時刻は，校長が別に定める。 

 

   第３章 学科，学級数，入学定員，学科ごとの教育目的及び教職員組織 

 （学科，学級数，入学定員，学科ごとの教育目的及び履修コース） 

第７条 学科，学級数及び入学定員は，次のとおりとし，学科ごとの教育目的は別に定めるとこ

ろによる。 

学 科 学級数 入学定員  学 科 学級数 入学定員 

機械工学科   １   ４０人 環境都市工学科   １   ４０人 

電気情報工学科   １   ４０人 建築学科   １   ４０人 

電子制御工学科   １   ４０人 

２ 電気情報工学科に，次の履修コースを設ける。 

  電気電子工学コース 

  情報工学コース 

３ 前項の履修コースの選択，決定方法等については，別に定める。 

 



 

４ 校長は，教育上有益と認めるときは，異なる学科の学生をもって学級を編成することができ

る。 

（教職員組織） 

第８条 本校に，校長，教授，准教授，講師，助教，助手，事務職員及び技術職員を置く。 

２ 教職員の職務は，学校教育法その他法令の定めるところによる。 

 （教務主事，研究主事，学生主事及び寮務主事） 

第９条 本校に教務主事，研究主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

 （事務部） 

第１０条 本校に，校務に関する事務を処理するため，事務部を置く。 

 （内部組織） 

第１１条 前２条に規定するもののほか，本校の内部組織は，別に定めるところによる。 

 

   第４章 教育課程等 

 （授業を行う期間） 

第１２条 １年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含め，３５週にわたることを原則と

する。 

 （教育課程） 

第１３条 学年ごとの授業科目及びその単位数は，別表第１及び別表第２のとおりとする。 

２ 各授業科目の単位数は，３０単位時間（１単位時間は，標準５０分とする。）の履修を１単位

として計算するものとする。 

３ 前項の規定にかかわらず，別に定める授業科目については，１単位の授業科目を４５時間の

学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業科目に

よる教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算すること

ができる。 

一 講義及び演習については，１５時間から３０時間までの範囲で別に定める時間の授業をも

って１単位とする。 

二 実験，実習及び実技については，３０時間から４５時間までの範囲で別に定める時間の授

業をもって１単位とする。 

４ 前項の規定により計算することのできる授業科目の単位数の合計数は，６０単位を超えない

ものとする。 

５ 前３項の規定にかかわらず，卒業研究，卒業製作等の授業科目については，これらの学修の

成果を評価して単位の修得を設定することが適切と認められる場合には，これらに必要な学修

等を考慮して，単位数を定めることができる。 

６ 第１項に定める授業科目のほか，特別活動を第１学年から第３学年まで各学年３０単位時間

以上実施する。 

 （他の高等専門学校における授業科目の履修） 

第１３条の２ 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が他の高等専門学校において履修した

授業科目について修得した単位を，３０単位を超えない範囲で本校における授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。 

２ 前項に関し，必要な事項は別に定める。 

 （高等専門学校以外の教育施設等における学修等） 

第１３条の３ 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が行う大学等における学修で別に定め

る学修を，本校における授業科目の履修とみなし，単位の修得を認定することができる。 

２ 前項により認定することができる単位数は，前条により本校において修得したものとみなす

単位数と合わせて３０単位を超えないものとする。 

３ 第１項の規定は，学則第２５条の２に定める留学する場合に準用する。 

４ 第１項に関し，必要な事項は別に定める。 

 （授業の方法） 

第１３条の４ 校長は，文部科学大臣の定めるところにより，多様なメディアを高度に利用した

授業を，当該授業を行う教室等以外で履修させることができる。 

２ 前項に関し必要な事項は，別に定める。 

 



 

 （学年の課程修了及び卒業認定） 

第１４条 各学年の課程の修了又は卒業を認めるにあたっては，学生の平素の成績を評価して行

うものとする。 

 （再履修） 

第１５条 前条の認定の結果，原学年にとどめられた者は，当該学年に係る所定の授業科目及び

特別活動を再履修するものとする。 

２ 前項に関し，必要な事項は別に定める。 

 

   第５章 入学，転科，休学，退学，転学，留学及び卒業 

 （入学資格） 

第１６条 本校に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 一 中学校を卒業した者 

 二 中等教育学校の前期課程を修了した者 

 三 外国において，学校教育における９年の課程を修了した者 

 四 文部科学大臣の指定した者 

五 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者 

六 就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定規則（昭和４１年文部省令第３６号）により，

中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された者 

七 その他相当年齢に達し，本校が中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

（入学者の選抜及び入学の許可） 

第１７条 校長は，入学志望者について，学力検査の成績，出身校の長から送付された調査書そ

の他必要な書類等を資料として入学者の選抜を行う。 

２ 校長は，前項の選抜方法によるほか，入学定員の一部について，出身中学校長の推薦に基づ

き，学力検査を免除し出身中学校から送付された調査書を主な資料として入学者の選抜を行う

ことができる。 

３ 校長は，前２項の選抜の結果に基づき，第３３条の２に規定する入学料を納付した者に対し

て入学を許可する。ただし，入学料免除又は徴収猶予の申請を受理されたものにあっては，こ

の限りでない。 

 （編入学） 

第１８条 第１学年の途中又は第２学年以上に入学を希望する者があるときは，校長は，その者

が相当年齢に達し，当該学年に在学する者と同等以上の学力があると認められ，かつ，教育上

支障がない場合には，前条の規定に準じて，相当学年に入学を許可することがある。 

２ 前項に関し，必要な事項は別に定める。 

 （転入学） 

第１８条の２ 他の高等専門学校から転学を希望する者があるときは，校長は，教育上支障がな

い場合には，転学を許可することがある。 

２ 前項に関し，必要な事項は別に定める。 

 （入学の手続） 

第１９条 入学を許可された者は，所定の期日までに保証人と連署した誓約書及び校長が定めた

書類を提出しなければならない。 

２ 前項の手続を終了しない者があるときは，校長は，その入学の許可を取消すことがある。 

 （転科） 

第２０条 転科を希望する者があるときは，校長は，学年の始めにおいて，選考の上第３学年ま

でに限り，転科を許可することがある。 

 （休学） 

第２１条 学生は，疾病その他やむを得ない事由により，３か月以上継続して修学することがで

きないときは，校長の許可を受けて，休学することができる。 

 （休学の期間） 

第２１条の２ 休学の期間は１年以内とする。ただし，特別の理由がある場合は，１年を限度と

して，休学期間の延長を認めることがある。 

 



 

２ 休学期間は，通算して３年を超えることができない。 

 （復学） 

第２２条 休学した者は，休学の事由がなくなったときは，校長の許可を受けて，復学すること

ができる。 

 （出席停止） 

第２３条 学生に伝染病その他の疾病があるときは，校長は，出席停止を命ずることがある。 

 （退学及び再入学） 

第２４条 学生は，疾病その他やむを得ない事由により退学しようとするときは，校長の許可を

受けて退学することができる。 

２ 前項の規定により退学した者で，再入学を希望する者があるときは，校長は，選考の上相当

学年に入学を許可することがある。 

 （他の学校への入学等） 

第２５条 他の学校に入学，転学又は編入学を志望しようとする者は，校長の許可を受けなけれ

ばならない。 

 （留学） 

第２５条の２ 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が外国の高等学校又は大学に留学する

ことを許可することができる。 

２ 校長は，前項の規定により留学することを許可された学生について，外国の高等学校又は大

学における履修を本校における履修とみなし，３０単位を超えない範囲で単位の修得を認定す

ることができる。 

３ 校長は，前項の規定により単位の修得を認定された学生について，学年の途中においても，

各学年の課程の修了又は卒業を認めることができる。 

４ 前３項に関し，必要な事項は別に定める。 

（卒業） 

第２６条 全学年の課程を修了した者には，校長は，所定の卒業証書を授与する。 

 （称号） 

第２６条の２ 本校を卒業した者は，準学士と称することができる。 

 

 第６章 検定料，入学料，授業料及び寄宿料 

 （授業料等） 

第２７条 授業料，入学料，検定料及び寄宿料の額並びに徴収方法等は，独立行政法人国立高等

専門学校機構における授業料その他の費用に関する規則（平成１６年独立行政法人国立高等専

門学校機構規則第３５号）の定めるところによる。 

 （検定料） 

第２８条 本校に入学を志望する者は，願書を提出するときに，検定料を納付するものとする。 

 （入学料） 

第２９条 本校に入学する者は，入学手続きをするときに，入学料を納付するものとする。 

 （授業料） 

第３０条 学生は，各年度に係る授業料を前期及び後期の２期に区分して納付するものとし，そ

れぞれの期において納付する額は，年額の２分の１に相当する額とする。 

２ 前項の授業料は，前期にあっては４月，後期にあっては１０月に納付するものとする。  

３ 前２項の規定にかかわらず，学生の申出があったときは，前期に係る授業料を納付するとき

に，当該年度の後期に係る授業料を併せて納付することができる。 

 （学年の中途で入学した者の授業料） 

第３０条の２ 学年の中途において入学した者が，前期又は後期において納付する授業料の額は，

授業料の年額の１２分の１に相当する額に入学の日の属する月から次の納付の時期前までの

月数を乗じて得た額とし，入学の日の属する月に納付するものとする。 

 （学年の中途で退学する者の授業料） 

第３０条の３ 学年の中途で退学する者は，退学する日の属する時期が前期であるときは，授業

料の年額の２分の１に相当する額の授業料を，退学する日の属する時期が後期であるときは，

授業料の年額に相当する額の授業料をそれぞれ納付するものとする。 

 



 

 （寄宿料） 

第３１条 寄宿舎に入舎する学生は，入舎した日の属する月から退舎する日の属する月までの間，

寄宿料を納付するものとする。 

 （検定料，入学料，授業料及び寄宿料の免除等） 

第３２条 本校に入学を志願する者で，その主たる家計支持者が風水害等の災害を受けた場合に

は，検定料を免除することがある。 

２ 前項の検定料免除は，独立行政法人国立高等専門学校機構理事長の定めにより，校長が許可

する。 

３ 経済的理由によって納付が困難であると認められ，かつ，学業優秀と認めるときは，入学料，

授業料又は寄宿料（以下「入学料等」という。）の全額若しくは半額を免除し，又はその徴収

を猶予することがある。 

４ 入学料等の免除又は徴収の猶予に関し必要な事項は，別に定める。 

 （検定料等の返還） 

第３３条 既納の検定料，入学料及び授業料は，返還しない。ただし，次の各号の１に該当する

場合には授業料相当額等を返還する。 

 一 第３０条第３項の規定に基づき，前期分及び後期分授業料を納付し，後期分授業料の徴収

時期前に休学又は退学した場合には，納付した者の申し出により後期分授業料相当額 

二 第３０条の規定に基づき，授業料を納付した者が，その後授業料納付期限以前に休学を許

可された場合は，納付した者の申し出により当該授業料相当額 

 三 独立行政法人国立高等専門学校機構による検定料免除の臨時措置の場合は，納付した者の

申し出により当該検定料相当額 

 

   第７章 学生準則，賞罰及び除籍 

 （学生準則） 

第３４条 学生は，この学則に定めるもののほか，別に定める学生準則を遵守しなければならな

い。 

 （表彰） 

第３５条 学生として表彰に値する行為があったときは，表彰することがある。 

（懲戒） 

第３６条 教育上必要があるときは，学生に退学，停学，訓告その他の懲戒を加えることがある。

ただし，退学は，次の各号の１に該当する者について行うものとする。 

 一 性行不良で改善の見込がないと認められる者 

 二 学力劣等で成業の見込がないと認められる者 

 三 正当の理由がなくて出席常でない者
  四 学校の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者 

 （除籍） 

第３６条の２ 次の各号の１に該当する者は，除籍する。 

 一 死亡，又は行方不明の者 

 二 第２１条の２に規定する休学期間をこえて，なお修学できない者 

 三 授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者 

 四 第１７条第３項ただし書きに規定する入学料免除又は徴収猶予の申請を行った者で，免除

又は徴収猶予を許可されなかった者及び半額免除又は徴収猶予を許可された者で，所定の期

日までに入学料を納付しない者 

 

   第８章 専攻科 

 （設置） 

第３７条 本校に，専攻科を置く。 

 （目的） 

第３８条 専攻科は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専門

的知識及び技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

 （専攻及び入学定員） 

 



 

第３９条 専攻科の専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

 電子システム工学専攻 １２人 

 建設工学専攻      ８人 

（入学資格） 

第４０条 専攻科に入学できる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 一 高等専門学校を卒業した者 

 二 短期大学を卒業した者 

 三 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第１３２条の規定により大学に編入学

することができる者 

 四 外国において，学校教育における１４年の課程を修了した者 

五 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１４年の課程を修了した者 

 六 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１４

年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了

した者 

 七 その他専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

 （入学者の選考及び入学許可） 

第４１条 校長は，入学志望者に対して，別に定めるところにより選考のうえ，入学を許可する。 

 （修業年限及び在学年限） 

第４２条 専攻科の修業年限は，２年とする。ただし，４年を超えて在学することはできない。 

 （休学の期間） 

第４３条 専攻科学生の休学期間は，１年以内とする。ただし，特別の理由がある場合は，１年

を限度として，休学期間の延長を認めることがある。 

２ 休学期間は，通算して２年を超えることができない。 

３ 休学の期間は，前条に定める修業年限及び在学期間に算入しない。 

 （教育課程） 

第４４条 開設する授業科目及びその単位数は，別表第３のとおりとする。 

２ 授業科目の単位計算は，１単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせて４５時間とし，次

の各号の基準によるものとする。 

 一 講義については，教室内毎週１時間１５週をもって１単位とする。 

 二 演習については，教室内毎週２時間１５週をもって１単位とする。 

 三 実験，実習については，教室内毎週３時間１５週をもって１単位とする。 

３ 前項の規定にかかわらず，特別実習については，教室外４０時間の実習と教室内５時間の授

業をもって１単位とする。 

４ 前２項に規定するもののほか，専攻科の授業科目の単位計算に関し必要な事項は，別に定め

る。 

 （修了） 

第４５条 専攻科に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，６２単位以上を修得した者につ

いては，修了を認定する。 

２ 校長は，修了を認定した者に対し，所定の修了証書を授与する。 

３ 第１項に規定する単位の修得については，別に定める。 

 （準用規定） 

第４６条 専攻科学生については，第４条から第６条，第１２条，第１３条の３第１項，第１３

条の４第１項，第１９条，第２１条，第２２条から第２５条の２第１項，第２７条から第３４

条，第３６条から第３６条の２の規定を準用する。この場合において第２５条の２第１項中「外

国の高等学校又は大学」とあるのは，「外国の大学」と，第３６条の２第２号中「第２１条の２」

とあるのは，「第４３条」とそれぞれ読み替えるものとする。 

第４７条 本章に定めるもののほか，専攻科に関し必要な事項は，別に定める。 

 

   第９章 研究生，聴講生，特別聴講学生及び科目等履修生 

 



 

 （研究生） 

第４８条 本校において，特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは，本

校の教育研究に支障のない場合に限り，選考の上，研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生に関し必要な事項は，別に定める。 

 （聴講生） 

第４９条 本校において開設する授業科目のうち，特定の科目について聴講を志願する者がある

ときは，本校の教育に支障のない場合に限り，選考の上，聴講生として入学を許可することが

ある。 

２ 聴講生に関し必要な事項は，別に定める。 

第４９条の２ 他の高等専門学校又は大学の学生で，本校との単位互換協定に基づき本校の授業

科目の履修を志願する者があるときは，教育研究に支障のない場合に限り，選考の上，特別聴

講学生として入学を許可することがある。 

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は，別に定める。 

 （科目等履修生） 

第５０条 本校において，一又は複数の授業科目を履修し単位を修得しようとする者があるとき

は，本校の教育研究に支障のない場合に限り，選考の上，科目等履修生として入学を許可する

ことがある。 

２ 科目等履修生に関し必要な事項は，別に定める。 

 

   第１０章 公開講座 

 （公開講座） 

第５１条 本校は，社会人の教養を高め，文化の向上に資するため，公開講座を開設することが

できる。 

２ 公開講座に関し，必要な事項は別に定める。 

 

   第１１章 寄宿舎 

 （寄宿舎） 

第５２条 本校に寄宿舎を設ける。 

２ 寄宿舎の運営その他必要な事項は，別に定める。 

 

   第１２章 外国人留学生 

 （外国人留学生） 

第５３条 外国人留学生として本校に入学を志望する者がある場合には，選考のうえ入学を許可

することがある。 

２ 外国人留学生の入学，教育課程その他の特例については，別に定める。 

 

 

   附 則 

 この学則は，昭和３８年４月１日から実施する。 

   附 則（昭和３９年学校規則第８号） 

 この規則は，昭和３９年４月１日から実施する。 

   附 則（昭和４１年学校規則第３１号） 

 この規則は，昭和４１年４月１日から実施する。 

   附 則（昭和４３年学校規則第４３号） 

１ この規則は，昭和４３年４月１日から実施する。 

２ この規則実施の際，現に在籍する学生の学年ごとの授業科目及び授業時数は，既習の授業科

目との関連において第１３条別表により難いときは，卒業するまでの間，なお従前の例による。 

   附 則（昭和４７年学校規則第９２号） 

１ この規則は，昭和４７年４月１日から実施する。 

２ この規則の実施の際現に在籍する学生の授業料の額は，この規則による改正後の学則（以下

「新規則」という。）第２９条第１項の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

 



 

３ この規則の実施の日以後において入学した学生の授業料の額は新規則第２９条第１項の規定

にかかわらず，当該者の属する年次の在学者に係る額と同額とする。 

４ 昭和４７年度において入学した学生の納付する同年度に係る授業料の額は，新規則第２９条

第１項の規定にかかわらず，14,400 円とし，前期においては 4,800 円，後期においては 9,600

円を納付するものとする。 

５ 前項の規定が適用される学生について，新規則第３０条の規定を適用する場合においては，

昭和４７年度に限り，同条中「授業料の年額の１２分の１」とあるのは，「当該前期又は後期に

おいて納付する授業料の額の６分の１」とする。 

６ 昭和４７年度において入学した学生で学年の中途で退学する者は，昭和４７年度に限り，退

学する日の属する時期が前期であるときは，前期において納付する授業料の額，後期であると

きは後期において納付する授業料の額をそれぞれ納付するものとする。 

７ 昭和４７年度において入学を許可される者に係る入学料の額は，新規則第２８条の規定にか

かわらず，なお従前の例による。 

８ 昭和４７年度の入学に係る検定料の額は新規則第２７条の規定にかかわらず，なお従前の例

による。 

   附 則（昭和５０年学校規則第１１６号） 

 この規則は，昭和５０年４月１日から施行する。 

   附 則（昭和５１年学校規則第１２５号） 

１ この規則は，昭和５１年４月１日から施行する。 

２ 第１７条第２項の改正規定は，昭和５０年４月１日から適用する。 

   附 則（昭和５３年学校規則第１号） 

 この規則は，昭和５３年４月１日から施行する。ただし，施行の日において第２学年以上に在

学する者が属すべき学年の授業科目等については，改正後の第１３条の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 

   附 則（昭和５４年学校規則第４号） 

 この規則は，昭和５４年４月１日から施行する。 

   附 則（昭和５７年学校規則第２号） 

 この規則は，昭和５７年４月１日から施行する。 

   附 則（昭和５８年学校規則第１号） 

１ この規則は，昭和５８年３月１日から施行する。ただし，次項の規定は，昭和５８年４月１

日から施行する。 

２ 第１３条の別表１「一般科目（各学科共通）（昭和５３年度入学生）」を削る。 

   附 則（昭和５９年学校規則第１２号） 

 この規則は，昭和６０年４月１日から施行する。 

   附 則（昭和６２年学校規則第１号） 

 この規則は，昭和６２年３月１日から施行する。 

   附 則（昭和６３年学校規則第１３号） 

 この規則は，昭和６３年４月１日から施行する。 

   附 則（昭和６３年学校規則第１６号） 

 この規則は，昭和６３年４月１日から施行する。 

   附 則（昭和６３年学校規則第２３号） 

 この規則は，昭和６４年４月１日から施行する。ただし，別表第２専門科目（土木工学科），衛

生工学及び土木施工の学年別配当の適用は，昭和６４年度第５学年にあっては，改正後の別表第

２専門科目（土木工学科）の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則（平成元年学校規則第１０号） 

 この規則は，平成元年８月１５日から施行する。 

   附 則（平成２年学校規則第１号） 

 この規則は，平成２年４月１日から施行する。 

   附 則（平成３年学校規則第１号） 

 この規則は，平成３年３月７日から施行する。 

   附 則（平成４年学則第２号） 

 



 

１ この学則は，平成４年４月１日から施行する。 

２ 第２６条の２の改正規定は，この学則施行前に本校を卒業した者についても，適用があるも

のとする。 

   附 則（平成５年学校規則第４号） 

１ この規則は，平成５年４月１日から施行する。 

２ 土木工学科は，改正後の第７条の規定にかかわらず，平成５年３月３１日に当該学科に在学

する者が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 

３ この学則施行の際，土木工学科第２学年以上に在学する者の教育課程は，この学則第１３条

第１項の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則（平成７年学校規則第２号） 

この学則は，平成７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１０年学校規則第１７号） 

 この学則は，平成１１年４月１日から施行する。 

附 則（平成１２年学校規則第１号） 

１ この学則は，平成１２年４月１日から施行する。 

２ 電気工学科は，改正後の第７条の規定にかかわらず，平成１２年３月３１日に当該学科に在

学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間，存続するものとする。 

   附 則（平成１３年学校規則第１号） 

 この学則は，平成１３年１月６日から施行する。 

附 則（平成１３年学校規則第２号） 

 この学則は，平成１３年４月１日から施行する。 

附 則（平成１４年学校規則第３号） 

 この学則は，平成１４年４月１日から施行する。 

附 則（平成１４年学校規則第１１号） 

１ この学則は，平成１４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の別表第２専門科目（電気情報工学科）〈電気電子工学コース〉（平成１４年度以降入

学生）は，平成１２年度以降入学生にも適用する。 

   附 則（平成１４年学校規則第１４号） 

 この学則は，平成１５年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１５年学校規則第１８号） 

この学則は，平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１６年学校規則第１７号） 

１ この学則は，平成１６年５月１２日から施行し，同年４月１日から適用する。 

２ 平成１１年度に入学した電気工学科の者が平成１６年度以降に原級留置となった場合の教育

課程の取扱いは，校長が別に定める。 

３ 改正後の別表第２専門科目（建築学科）（平成１６年度以降入学生）の規定は，平成１６年度

に入学した者から適用する。 

４ 平成１４年度に入学した専攻科の者が平成１６年度以降に専攻科に留まった場合の教育課程

の取扱いは，校長が別に定める。 

   附 則（平成１６年学校規則第４３号） 

１ この学則は，平成１６年１０月６日から施行し，平成１７年４月１日から適用する。 

２ 改正後の別表第２専門科目（機械工学科）（平成１７年度以降入学生）の規定は，平成１７

年度以降入学した者に適用する。 

   附 則（平成１６年学校規則第４４号） 

１ この学則は，平成１６年１２月８日から施行し，平成１７年４月１日から適用する。 

２ 改正後の別表第２専門科目（電子制御工学科）（平成１４年度以降入学生）及び専門科目（環

境都市工学科）（平成１４年度以降入学生）の規定は，平成１４年度以降入学した者に適用す

る。 

   附 則（平成１７年学校規則第１号） 

 この学則は，平成１７年１月６日から施行し，改正後の別表第２専門科目（機械工学科）（平 

成１４年度以降入学生）の規定は平成１４年度から平成１６年度までに入学した者に適用し， 

 



 

同表専門科目（機械工学科）（平成１７年度以降入学生）の規定は平成１７年度以降入学する 

者に適用する。 

   附 則（平成１７年学校規則第８号） 

 この学則は，平成１７年３月１４日から施行し，平成１６年１２月１日から適用する。 

   附 則（平成１７年学校規則第２９号） 

 この学則は，平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１７年学校規則第３０号） 

 この学則は，平成１７年５月１１日から施行し，平成１７年４月１日から適用する。 

   附 則（平成１８年学校規則第１号） 

 この学則は，平成１８年２月８日から施行し，平成１８年４月１日から適用する。 

   附 則（平成１８年学校規則第１０号） 

 この学則は，平成１８年８月２３日から施行し，平成１８年４月１日から適用する。 

   附 則（平成１８年学校規則第１２号） 

 １ この学則は，平成１８年９月６日から施行し，平成１８年４月１日から適用する。 

 ２ 改正後の別表第３電子システム工学専攻教育課程（平成１９年度以降入学生）及び建設工

学専攻教育課程（平成１９年度以降入学生）の規定は，平成１９年度に入学した者から適用

する。 

附 則（平成１９年学校規則第１号） 

 この学則は，平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年学校規則第２号） 

 この学則は，平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１９年学校規則第６３号） 

 １ この学則は、平成１９年 ９月 ５日から施行し、平成２０年４月１日から適用する。 

 ２ 改正後の別表第３電子システム工学専攻教育課程（平成２０年度以降入学生）及び建設工

学専攻教育課程（平成２０年度以降入学生）の規定は、平成２０年度に入学した者から適用

する。 

   附 則（平成２０年学校規則第１号） 

 この学則は，平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２０年学校規則第５号） 

 この学則は，平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２０年学校規則第２３号） 

 この学則は，平成２０年１２月１日から施行し，平成２０年４月１日から適用する。 

   附 則（平成２１年学校規則第２号） 

 この学則は，平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年学校規則第８号） 

 この学則は，平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年学校規則第１０号） 

 この学則は，平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２２年学校規則第１３号） 

 この学則は，平成２２年６月２４日から施行し，平成２２年４月１日から適用する。 

   附 則（平成２２年学校規則第１６号） 

 この学則は，平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２３年学校規則第１６号） 

 この学則は，平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２３年学校規則第２１号） 

 この学則は，平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２４年学校規則第１号） 

 この学則は，平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２４年学校規則第１１号） 

 この学則は，平成２４年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成２４年学校規則第１２号） 

 



 

 この学則は，平成２５年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２５年学校規則第１号） 

この学則は，平成２５年４月１日から施行する。 

  附 則（平成２５年学校規則第４６号） 

この学則は，平成２５年６月２０日から施行し，平成２５年４月１日から適用する。 

   附 則（平成２５年学校規則第４７号） 

この学則は，平成２５年７月３日から施行し，平成２５年４月１日から適用する。 

  附 則（平成２５年学校規則第４９号） 

この学則は，平成２６年４月１日から施行する。 

  附 則（平成２５年学校規則第５２号） 

この学則は，平成２６年４月１日から施行する。 

 

 



別表第 1

一般科目（各科共通）（平成20年度入学生）

授業時修
単位数

学年別配当
授業科目

種別僧位
備考

1年 2年 3年 4年 5写

国語 A 講義 2 2 

国
国語 B 講義 2 2 

三日五口

総合国語 講義
4年

5 2 2 1 。
倫 理 講義 2 2 

ネ土
政治・経済 橋義 2 2 

必
歴 史 講義 4 2 2 

4三当、 地 理 講義 2 2 

法 ヨ,ll乙1ら 講義 。2 2 

数学 A 講義 8 4 4 

修
数 数学A I 購義 2 2 解析

p寸uニー， 
数学AII 講義 2 2 

数学 B 購義 4 2 2 代数

理 物 理 講義 5 1 4 

科 科 化 ヲ斤主J乙与 購義 5 4 1 

保健 保 健 講義 2 1 1 

体育
体 育 ｜実技 8 2 2 2 2 

でI± 美 体5実技 1 1 = 
日術 三日包 楽 実技 1 1 

4・5
2英文英語 A 講義 年 10 2 2 2 2 

外 。 講読

英語 B 講義 3 2 1 
央文法・
作文

国
H ルコiュ

英語 C 講義 5 2 2 1 
サーショY

三ロ五口
第二外国語

（ドイツ語）
講義 。4 2 2 

開設単位数合計 81 30 25 13 9 4 

修得単位数合計 81 30 25 13 9 4 

特 日lj 活 動 3 1 1 1 

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習，実験・実

習及び実技の別を示す。

2 学修単位欄にOEPのある授業科目（同欄に学年の表示のあ

るものは当該学年のみ）は，第13条第 3項に規定する授業科

目を示し，空欄のものは同条第 2項に規定する授業科目を示

す。

一般科目（各科共通）（平成21年度入学生）

学年別配当t支業学：修；
単位数授業科目 備考

種_81]単位
1年 2年 3年 4年 5年

国語 A 講義 2 2 

国
国語 B 講義 2 2 

圭日五口

総合国語 購義
4年

5 2 2 1 。
倫 理 講義 2 2 

ネ士
政治・経済 講義 2 2 

歴 史 講義 4 2 2 

必 メZ三3ξ' 
地 理 講義 2 2 

法 ヨ,u乙d与 講義 。2 2 

数学 A 講義 4 4 

数 数学A I 情義 4 2 2 解析

弓主乙主，
数 学AII 講義 4 2 2 

修

数学 B 購義 4 2 2 代数

物 理 講義 1 1 

物理 B I 講義 2 2 

理
物理 BII 講義

宇｝
2 2 

科

化 ヨ戸斗乙」与 陪義 4 4 

化学 B 購義 1 1 

保健 保 健 講義 2 1 1 

体育
体 育 実技 8 2 2 2 2 

目
てt±ご 美 術
τz三

実技 1 1 

体I 3日h二 楽 実技 1 1 

4・5 
2英文英語 A 講義 年 10 2 2 2 2 

外 。 講読

英語 B 講義 3 2 1 
英文法・
作文

国
オ－ 71~コ ！ ，

英語 C 講義 5 2 2 1 
’ケーショ〉

三ロ五口
第二外国語

（ドイツ語）
講義 。4 2 2 

開設単位数合計 81 30 25 13 9 4 

修得単位数合計 81 30 25 13 9 4 

特 日リ (;5 動 3 1 1 1 

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習，実験・実

習及び実技の別を示す。

2 学修単位欄にO印のある授業科目〔同欄に学年の表示のあ

るものは当該学年のみ）は，第13条第 3項に規定する授業科

目を示し，空欄のものは同条第 2項に規定する授業科目を示

す。



一般科目（各科共通）（平成22年度以降入学生）

授業学修
単位数

学年別配当
授業科目

種別単位
備考

l年 2年 3年 4年 5年

国 I吾 A 講義 2 2 

国 国語 B 情義 2 2 
三日五日

4年
総合国 語 講義 5 2 2 1 。
倫 理 講義 2 2 

政治・経済 講義 2 2 

ネF二日土込 歴 史 講義 4 2 2 

必 地 理 構義 2 2 

法 ρヨ主乙4ら 情義 。2 2 

数学 A I 講義 6 2 2 2 

数学 一解析
数学 A II 講義 6 2 2 2 

修 数学 B 講義 4 2 2 代数

物理 A 講義 1 1 

物理 物理 B I 講義 2 2 

物理 BII 講義 2 2 

科 化学 A I 講義 2 2 

イρ寸主七4 与 化 学 A II 講義 2 2 

化学 B 講義 1 1 

保健 保 健 講義 2 1 1 

日体育 体 育 実技 8 2 2 2 2 

土i.- 美 ＋荷 実技 1 1 

術
3日乞 楽 実技 1 1 

英語 A 講義
4年。• 5 10 2 2 2 2 2英文講読

外国三五
英語 B 講義 3 2 1 

先文法・
作文

英語 C講義 5 2 2 1 Hルコ：ユ
ニトゾョン

第二外国語
講義 。4 2 2 

（ドイツ語）

開設単位数合計 81 30 25 13 9 4 

修得単位数合計 81 30 25 13 9 4 

特 lllJ 活 動 3 1 1 1 

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習，実験・実
習及び実技の別を示す。

2 学修単位欄にO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあ
るものは当該学年のみ）は，第13条第 3項に規定する授業科

目を示し，空欄のものは同条第 2項に規定する授業科目を示
す。

一般科目（各科共通）（平成26年度以降入学生）

授業学修
単位数

学年別配当
授業科目 備考

種別単位
l年 2年 3年 4年5年

国語 A 情義 2 2 

国
国語 B 講義 2 2 

壬日五口

総合国語 講義
4年

5 2 2 1 。
倫 T里 講義 2 2 

干士
政治・経済 講義 2 2 

歴 史 講義 4 2 2 

必
地 3里 情義 2 2 

f三' 

法 ：主子主主． 講義 。2 2 

数 学A I 情義 6 2 2 2 
数 解析

数 学AII 講義 6 2 2 2 

修
兵寸主ニ4ー

数学 B 講義 4 2 2 代数

物理 A 情義 1 1 
物

物理 BI 講義 2 2 
理

物理 BII 講義 2 2 

手ヰ
化 化学 A 践義 3 3 

：山子
化学 B 講義 2 2 

保健 保 健 情義 2 2 

1本育 体 育 実技 8 2 2 2 2 

目士
~ぐ

美 討す 実技 1 1 

俳1 三日主ニ 楽 実技 1 1 

4・5
英文

英語 A 講義 年 10 2 2 2 2 2講読
外 。

英語 B 情義 3 2 1 
英文法・
作文

国
H ルコ：ユ英語 C 陪義 5 2 2 1 
ーケーショY

三ロ五口
第二外国語
（ドイツ語）

講義 。4 2 2 

開設単位数合計 81 30 25 13 9 4 

修得単位数合計 81 30 25 13 9 4 

特 日lj 活 動 3 1 1 1 

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習，実験・実
習及び実技の別を示す。

2 学修単位欄にO印のある授業科目〔同欄に学年の表示のあ
るものは当該学年のみ）は，第13条第 3項に規定する授業科
目を示し，空欄のものは同条第 2項に規定する授業科目を示
す。
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一般科目（各科共通）（平成22年度以降編入学生〉

長業 if:il底第3学年 第4学年 第5学年
授 業 科 目 備考

憧}JI単位 ー単組位I~数且 百H育H学位生散 単前位字欽'It留単学位生数 以舗内挙Ii(忠 商m学位生数

総合国語 講義 4。年 2 1 

政治・経済 講義 2 

法 弓み孟a与． 講義 。 2 

必 数 学 A I 講義 2 2 

数学 A II 時義 2 2 

イ彦 数 学 B情義 2 

体 育 民技 2 2 2 2 

科 英 語 A 陣義
4・5年 2 2 2 。

英 語 C陣義 1 1 
目

第二外国語
陣議 。 2 2 2 2 

（ドイツ語）

日本語 講義 3 2 

日本事情 講義 1 1 

開設単位数合計 13 13 9 7 4 2 

修得単位数合計 13 13 9 7 4 2 

特別活動 1 1 

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習，実験・実
習及び実技の別を示す。

2 学修単位欄にO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあ
るものは当該学年のみ）は，第13条第 3項に規定する授業科
目を示し，空欄のものは同条第 2項に規定する授業科目を示
す。

別表第 2

専門科目（機械工学科）（平成22年度以降入学生）

授業科目
授業 学i彦

単位数
学年別配当

種別 単位 l年 2年 3年 4年 5年＂問 J

応用数学 I講義 。2 2 
応用数学 E 。1 1 
応用数学 皿 。1 1 
応朋物理EI 2 2 
応用物理 E 。1 1 
応用物理 皿 。1 1 
工業力学 講義 2 2 
機 精 干－‘予比 講義 2 2 
｜機械ブJ学 I講義 。1 1 
機賊1力学 E 講義 。1 1 
材料力学 I｜議 2 2 
材料力学 E 。1 1 
材料力学盟 勝義 。1 1 

必水力学 隣義 。2 2 
流体力学 I講義 。1 1 
流体力学 E務義 。I l 
熱 カ 学 部義 。2 2 
伝賄工学 I勝義 。1 1 
エネルギー工学 WI義 。1 1 
車出 機 関 統義 。1 1 
｜材料学 I討椀 1 1 

修｜材料学 EIm襟草色 。2 2 
材料学 E 講義 。1 1 
織械工作法 前談 1 
塑性加工学 講義 。2 2 
｜ 生 磁 工 学 講義 。1 1 
制御工学 I講義 。1 1 
ll~J i卸工学 E 。1 1 

科 計測工学 1 1 
機械設計法 I 1 1 
機械設計法E 。1 1 
情報処狸 I 2 2 
情報処理 E 2 2 
数値計算法 講義 。1 I 
電気回路

瞳
。1 1 

電子回路 。1 1 

日曜講1 3 3 
主監胡 2 2 
鵡・盟 2 2 
設摺 2 2 

桜紙工学実験E支量・実習 。2 2 
機械工学笑習 I豊島・甥 3 3 
阪慌工学実習E緩・n 3 3 
自lj生工学実習 書留・姐 。2 2 
工学解析！被°IB'。2 2 

韓議
講義 1 1 
話量習 。2 2 
讃量E。1 1 
l'.瞳・1事官 8 8 

Z十 80 3 8 20 27 22 
~Iii 性力学 都議 。1 1 

選塑性力学 都議 。1 1 
情報処理 E講義 。1 1 
伝熱工学 H 言持義 。1 1 

択 流体機械 議磁 。1 1 
エ才、lレギーと鳳塊 闘鶏 。1 1 

科 システム工学 講義 。1 1 
メカト口ニクス 続強 。1 1 
ロポヲト工学 講義 。1 1 

回選院科目lit'!設単位教 9 9 
｜遣問鴎榔雌 。凱上 6以上

W:l"I科目開設単位数計 89 3 8 20 27 31 
専門科目鯵得単位1置計 鑓Vl上 3 8 20 27 28}1上

-AU！目鐙得単位出it 81 30 2-5 13 9 4 
合計修得単自 数 167PJJ 33 33 33 36 位以上

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義．演習， 実験・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄にO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは
当該学年のみ）は，第13条第3項に規定する授業科目を示L，空欄の
ものは同条第2項に規定する授業科目を示す。



専門科目（機械工学科） （平成24年度以降入学生） 専門科目（機械工学科） （平成24年度以降編入学生）
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専門科目（電気情報工学科）〈第1学年～第3学年，電気電子
工学コース（第4学年・第5学年）〉 （平成19年度以降入学生）

授業科目 授種業別学単修位単位数
学作y;11配当

備考1 年 2ft; 3年 4年 5任

応用数学A 講義 1 1 
応用数学B 講義 。2 2 
応用数学C 理規 。1 1 
応m数学D 講義 。1 1 

応用物理 I 講義
j年

4 2 2 。
電気磁気学 I 講義 0 4年 3 2 1 

必
共低気回路 I 講義 4 2 2 

電 子 工 学 講義 41!'. 3 1 2 。
電子物性 講義 1 1 

厄 憶子回路 職 2 2 

修
電気材料 I 議if。1 1 
市気機・器 講義 2 2 

科通信 工 学 講義 。2 2 
デ~ :;9 J!I回路I講義 1 1 
計算寝7ーキテクチャ 講義 。2 2 
数値計算 講義 。1 1 

同
自信号処理 講義 。1 1 

プログラミ yグ 1.41 4 2 2 
J空株i英 語 講義 1 1 

書轄
職 。1 1 
英霊・実習 3 3 

実実験習・。4年 9 3 4 2 
目 工学基礎研究 演習 。2 2 

川王者E研 究 強・実習 6 6 
コ｜電気晴千工学実験 主意・実習。6 2 4 
1電気磁気学E 講義 。1 1 
ぷ憎気回路 E 思義 。1 1 
料情報伝送工学 議義 。2 2 
目デ4ジNii回15ll 講義 。1 1 

69 3 8 20 27 11 
l高電圧工学 講義 1 1 
発変 電 工学 翠五E 1 1 
送配 ia工学 議義 1 1 
m気法規 講義 1 1 
パワーエレクトロニクス .:u~ 。1 1 
工事ルギ－~股工学 翠~fi 。1 1 

選 電気 材料 E 議.il 1 l 
自 動制 御 講義 。 2 
先＇ll子工レ？トロニ？ス 語表 。1 1 
プラズマ工学 議·~ 。1 1 
電礎工レナトロニクス 沼袋 。1 

JR電子計狐｜！議義 。1 1 
光 工 d一~－ 議義 。1 1 
シスァム工学 講義 。1 1 
応用物理 E 講義。1 1 ~f·世且制

科 ti'/報理論 講義 。1 1 
T’F構造1:.7ルゴ，，，.ム 五韮 。1 
言語 理論 講義 。1 1 
悩報数学 講義 。2 2 

白人 工知能 講義 1 
刑事日ネットワーク 講義 。1 1 
ソフトウェア工学 i蹄 1 1 
コンノマイフ 撤 1 1 
画像処理工学 議i 1 1 
tぺレ－fII Fシ7,fム講義 1 1 
選民t113開設単位回 27 27 
選択科目隠i刊I ｛~致 17以t 17.政上

｜耳目 日開設耳1tir.蜘十 96 3 8 20 27 38 
｜専l"Jt<!=I修i草111(立教計 お,i;u 3 8 20 27 :m壮
一般車2目修iヰlJJ.lW計 81 30 25 13 9 .j 

｜合計修得単位敬 l回目上 33 33 33 36 位以上

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習， 実験・ 実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄lこO印のある授業科目（同州に学年の表示のあるものは
当該学年のみ） は， 第13条第3項に規定する授業科目を示し，空欄の
ものは同条第2項に規定する授業科目を示す。

3 上記選択科目の一部は＇ ~世列開講とする。

専門科目（電気情報工学科）〈電気電子工学コース〉
（平成21年度以降編入学生〉

授業科目 授種別業
第 3学年 第 4学年第 5学年

備考
世旬、（；相＂ 町傾倒拍” r:li＞百｛哲Z宮 ,li:~ ：.~’ .. 

応用数学 A 謹~ 1 1 
｜応 用 数 学 B 講義 。 2 2 
応用数学 C .義 。 1 1 
応用数学 D 講義 。
応用物理 I 講義 。4年 2 2 2 2 

必
電気磁気学 I 講義 0 4年 2 2 1 1 

共電気回路 I 富義 2 2 

電 子 工 学 講義
4年 1 1 2 2 。

辺電 子物性 議 1 1 
恒子回路 蝦 2 2 

修 沼気材料 I 講義 。 1 1 
電気機器 講義 2 2 

料 通信 工学 講義 。 2 2 
計開霞7キテクチャ 線 。 2 2 
数値計算 糠 。 1 1 

自信号処理 議義 。 1 1 

ドト プロ グラ ミン グ 講捜 2 2 
技 術 英語 講義 l 1 
技術者倫迦 斡． 。 1 1 

電気情報工学実験 実験，実習
j年

4 4 2 2 。
工学基礎研究 前習 。 2 2 

目 電気惚報工学演習 演習 2 

島司・ー
：電.6j<:気業硲 研究

期帰 6 6 
二3 工学実益 総 ・＇.！！官 。 2 2 4 4 

気学E 講義 。 1 1 
ス

電気回路 E 語義 。 1 1 日リ
ヰ斗 情報伝送工学 議袈 。 2 2 
日ディクタル回路日 曇量軍 。 1 1 

聖1・ 20 22 27 29 11 11 
高 這 圧工学 議義 1 1 
発変電工学 議拘 1 1 
送 配 鐙 工学 議~ 1 1 
電気佐観 温轟 1 1 
ハワー工レクトロニデス 講義 。 1 l 
エネルギ一変換工芋 講義 。 1 1 

送電気材料 E 道義 1 1 
自動 制御 議録 。 2 2 
l圭・量子工レ？トロニクス 議義 。 1 1 
プラズマ 工学 講義 。 1 1 
電磁エレ？トロニ？ λ 混護 。 1 1 

.fl~ 電子宮十 iJ!IJ 講義 。 1 1 
光 工 学 前袋 。 1 1 
シスァム工学 語司事 。 1 1 
応用物理 E 講義 。 1 1 ~~； 

科情報理論 講義 。 1 1 
f 7措置／；;71レゴ1iム JM義 。 1 1 
言 語理論 椴 。 1 1 
情報数学 講義 。 2 2 

白人工知能 議寝 1 1 
情報ヰマ卜ワータ 講義 。 1 1 
ソフトウェア工学 Z書 1 1 
コンノf イ フ 講義 1 1 
画像処理工学 理屈轟 1 1 
t べ~ -f{Iダン ;i7ム 罰 持 1 
選rn目附設単位鼠 27 27 
選民同自修得JJl位紋 17以上 17此L

-Wl"l ‘日！日1設単位数量｜ 20 22 27 29 38 38 
J..~ 叶宇fg修得111位数計 20 22 2-7 29 認11.l上鑓~11:
一般利用修j~~In f貫教計 13 13 9 7 ~ 2 
合計修得I純白I数 33 35 36 36 32以上 却山ー

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習，実験 ・実習及び実
技の別を示す。

2 学：修単位欄にO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは
当該学年のみ）は，第13条第3項に規定する授業科目を示L，空欄の
ものは同条第2項に規定する授業科目を示す。

3 上記選択科目の一部は，並列開講とする。



専門科目（電気情報工学科）〈第1学年～第3学年，情報 専門科目（電子制御工学科）（平成19年度以降入学生）
工学コース（第4学年・第5学年）〉 （平成19年度以降入学生）

授業科目 授種業別 時位数
学年別配当

備考
l 勾~ 2年 3fJ'4:1王5年

応朋数学A Hi哲義 1 1 
応用数学B講義。2 2 
応用数学C 講義 。1 1 
応用徴学D 講義。1 1 

応用物理 I 講義
4lj: 

4 2 2 。
電気磁気学 I講義 4lf: 3 2 1 

必 。
電気回路 I講義 4 2 2 

J長
電子工学 講義 4lf 3 1 2 。
電子物性 講義 1 1 

週電子回路 講義 2 2 
電気材料 I講義。1 1 

修 電気機器 講義 2 2 
宅，［ 通信工学 講義 。2 2 

テ’ィジタ I~回路 l 講義 1 1 
計算機7-HHャ講義 。2 2 

目数値計算 講義 。1 1 
信号処理 講義。1 1 

：科 プログフミング 講義 4 2 2 
技術英語 講義 1 1 
技術者倫理 講義。1 1 
電気電子設計製図 E験目実i 3 3 

学電気情実報工験 実実験習・4年 9 3 4 2 。
自

工学必礎研究 演習 。2 2 
卒業研究 隠・抱 6 6 

コ情報工学実験 主監・実1。6 2 4 
｜附総理論 講義。1 1 
Hスljデサ構造/:_7；レゴリズム 首E義 。1 1 
科 百語 理 論 講義。1 1 
回情報数学 講義。2 2 

計 69 3 8 20 27 11 

人 工 知1 fj~ 講義 1 1 
情報ネットワーク 講義。1 1 
ソフトウェア工学 秘義 1 1 
コ ンノマイラ 講義 1 1 
画像処理工学 議義 1 1 

j)'iJ tベレーfィングγZjk 講義 1 1 
電気磁気学 E講義。1 1 
電 気 回 路 E講義 。1 1 
作！報伝底工学 講義。2 2 

ff~ jィジタル回路H講義。1 1 
ペワーエレ？卜ロニ~ 7, 講義。1 1 
工不ルギ－~換工学 官舟義。1 1 
電気 材料 E講義 1 1 

科白 )Ji)｝ 制御 講義。2 2 
JI:・量子エレ？トロニJ7,講義。1 1 
プラズマ工学 講義。1 1 
電臨エレケトロニクス 都議。1 1 

日？li子計測 講義 。1 
光 工 主幹 講義。1 1 
システム工学 講義。1 1 
応 用 物 理 E講義。1 l陸語”阿何

選択科目開設単位数 23 23 
選択科目修得単位数 ！？以上 ！？以上

専門科目閉廷単位致計 92 3 8 20 27 34 
専Pnt131~得単位致計 86以上 3 8 20 27 犯以上
一般科目1i得JP-JI歓計 81 30 25 13 9 4 
合計修-1~111 位数 m瓜 33 33 33 36 82以上

1 授業種目lj欄は．授業の形態により，講義，演習．実験・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄にO印のある綬業科目（同欄に学年の表示のあるものは
当該学年のみ）は，第13条第3項に規定する授業科目を示し，空側の
ものは同条第2項に規定する授業科目を示す。

授業科目
授業 学修

単位量
学年}JI）配当

備考
種別 車並 1年 2年 3年 4年 5年

応用数学 A 講義 1 1 
応用数学 B講義。2 2 
応 用 数 学 C講義。1 1 
応 用 数 学 D講義。1 1 

応用物理 I講義
4年

4 2 2 。
情報処理 I講義 2 2 
情 報 処 理 E講義 2 2 
情 報 処 理 皿 講義。2 2 

電子制御工学概論 講義 1 1 
電気磁気学 I講義 2 2 
電気磁気学 H講義。2 2 

，、h 電気回路 I講義 2 2 
電気回路 E講義。1 1 
電気回 路皿 講義。1 1 
電子回路 講義 2 2 
ディジタル回路 講義 2 2 
電子制御回路 講義。1 1 
電子工学 講義。2 2 

修シスァム制御 講義。2 2 
電動力デバイス 講義。2 2 
電子デバイス 講義。2 2 

電子計算機 講義。2 2 
情報伝送工学 講義。1 1 
計測工学 講義。2 2 
制御工学 講義。2 2 

科ロポ ット 工学 講義。2 2 
機械運動学 I講義 2 2 
機械運動学 E講義。1 1 
材料の力学 I講義 2 2 
材料の力学 E講義。1 1 
機械要素設計 講義。1 1 
材料学講義。1 1 

目技術者倫理 講義。1 
環境工不ルギ工学 講義。1 1 
電子制御設計製図 I陣・実習 2 2 
電子制御設計製図E議・実1 1 1 
電子制御工学実験I目監・実i 4 4 
電子制御工学実験E~~·実1。3 3 
電子制御工学実験E~I.I ·実1。3 3 
電子制御総合実験院患・実記。2 2 
電子制御工学実習 I隙・実F 2 2 
電子制御工学実習E開・実習 2 2 

工学基礎研究 賂・実E。2 2 
卒業研究 総・実？ 6 6 

ノド 言十 83 3 8 20 27 25 
bL；用ヰ初 1望日 講義。1 1 ~：11111判

i握電子応用機器 講義 1 1 
ロボット応用 講義 1 

1｝~ 画像工学 講義 1 1 
M 電子機器設計 講義。1 1 

信頼性工学 講義。1 1 
目選択科目開設単位数 6 6 

選侭科目修得単位数 1以I 1以上
専門科目開設単位数計 89 3 8 20 27 31 
専門科目修得単位数計 86以上 3 8 20 27 28以上

一般科目 r~得単位数針 81 30 25 13 9 4 

合計修得単位数 lfi7f1上 33 33 33 36 S2以上

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習，実験・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄lこO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは
当該学年のみ）は，第13条第3項に規定する授業科目を示し．空欄の
ものは同条第2項に規定する授業科目を示すロ



専門科目（電子制御工学科） （平成24年度以降入学生〉 専門科目（電子制御工学科）（平成21年度以降編入学生）

授業科目
農薬 :f4! 単位数

三子三間11配当
備考

i捌 単位 l年 2年 3~［！ 4年 5年
応 用数 学 A5博義 1 1 
応用数学 B講義 。 2 2 
応用 数学 C講義 。 1 1 
応用数学 D講義 。 1 1 

応 用物 理 I講義ro 4 2 2 

情報 処理 I講義 2 2 
情報処理 E 講義 2 2 
情 報処 理 E 講義 。 2 2 
電子制御工学郷論 Wi?~長 1 1 
m気磁気学 I講義 2 2 

必
電気磁気学 E 続義 。 2 2 
電気回路 I講義 2 2 
由気 回路 E 都議 。 1 1 
電 気 回路 E 税義 。 1 1 
電 子 回 路 蹄義 2 2 
ディジタル回路 講義 2 2 
電子11lilli'lll回路 M~義 。 1 1 
常子工学 I隣義 。 1 1 

修 シス 7 ム制御 I｜前義 。 1 1 
電動力デバイス I前線 。 1 1 

子ヂイス 調。
1 1 

電子計算機 0 1 1 
情報伝送工 0 1 1 
計測工 0 2 2 
制 御l工学 勝義 。 2 2 

や｝ ロポット工学 I議義 。 1 1 
縫械運動学 I議議 2 2 
機；憾迎動学 E 講義 。 1 1 
機械巡1均等：lII問機 。 1 1 
材料の力学 I総義 2 2 
材料の力学 E 講義 。 1 1 
材 料 空宇 鴇寄誌 。 1 1 
技術者倫理 制畿 。 1 1 

日環境エネルギー工学 E情義 。 1 1 
電子制御lit計製図 Irn・2 2 2 
電子制御設計4回国E機・実 1 1 
電子制御工学実説I 姐・71 4 4 
電子宮l鋼工学実験Em・'*l 。 3 3 
電子制御工学実残皿 ・2 。 3 3 
f'd子制郵総合~~ ・11。 2 2 
帽子制御工学実習I＂~・2 2 
百和問筒工学~\!jl ll 員・官 2 2 
工学越総研究 l誌・安 。 2 2 
卒業研究 量・11! 6 6 

小宮十 77 3 8 20 27 19 
応用物理 H 講義 。 1 1 ll'魁恥刷。
電子工学 E 講義 。 1 1 
システム制御E講義 。 1 1 
電動力テPパイス E講義 。 1 1 

,i;l~ 電子デバイス E !li¥t;Jを。 1 1 

択屯子計算機 E 続殺 。 1 1 
ロボット工学E~投 。 1 1 

ぷlm子応用縫~~ 講義 1 l 
ロボッ卜応悶 i』~t縫 1 1 

自国ti!子像機 工学畿 1 1 
*i殺計 。 1 1 

信地貫性工学 E持義 。 1 1 
選択科目開設単位数 12 12 
選択科目修得単位敬 目以上 日以上

専門科目械設単位数計 89 3 8 20 27 31 
~門 IHI 修得 lll!il散計 節制； 3 8 20 27沼以上
ー険料目路ゆll!！［散計 81 30 25 l3 9 
合計修得単位数 161Ul 33 33 33 36 慨は

1 授業種別欄は，授業の形態により．講義，演習，実験・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄lこO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは
当該学年のみ）は，第13条第 3項に規定する授業科固を示し，空欄の
ものは同条第2項に規定する授業科目を示す。

授業科目
i競 学修 第3学年 第4学年 第5学年

備考
種~~ 単位トl軍勉制学裁生管書型 ~苦 ~ia 相1 ＝.~r.

応用 数 学 A 属義 l 1 
応用数学 B lii¥1義 。 2 2 
応用数学 C 言語義 。 1 1 
応用数学 D 講義 。 1 1 

応用物理 I 講義？ぎ 2 2 2 2 

情 報処理 H 議義 2 2 
情報処理 E 講義 。 2 2 
1lt気磁気学 I 講義 2 2 

必
屯気磁気学 E 講義 。 2 2 
電気 回路 I 講義 2 2 
電気回路 E 論議 。 1 1 
電気回路 E 講義 。 1 1 
fli 子回路 講義 2 2 
市子制御回路 講義 。 1 1 
電子工学 講義 。 2 2 
シスァム制御 講義 。 2 2 

修電動力デバイス曜霊 。 2 2 
電子デバ イス 。 2 2 
電 子 百十 界 線 講義 。 2 2 
情報伝送工学i識義 。 1 1 
計 測 工学 鱗義 。 2 2 
制御工学 講義 。 2 2 
ロボット工学 講義 。 2 2 

科 機械運動学 I 講義 2 2 
機械運動学 E 講義 。 1 1 
材料の力学 I講義 2 2 
材料の力学 E 講義 。 1 1 
機械要紫設計 講義 。 1 1 
材 料 三子： 講義 。 1 1 
技術者倫理 官店主事 。 1 1 
環境エネルギー工学 勝義 。 1 1 

目電子制御設計製図E錨・lH 1 1 
電子制御工学実験 I強・詔 4 4 
電子制御工学実験E主~·実習 。 3 3 
電子制御工学実験皿主量・実習 。 3 3 

屯予制御盤礎金研塁塁究 鵠・謂 。 2 2 
工学基 強・姐 。 2 2 
工学基礎研究E実監・実習 2 
工学基礎研究E実撃・実習 2 
卒諜 研究 鰭・実習 6 6 

計 20 20 27 29 25 27 
応用物理 E 講義 。 1 11m・t引｛

~m 子応用機探 講義 1 1 
択 ロボット応用 講義 1 1 
画像工学 都議 1 1 

料電子機器・設計 講義 。 1 1 
信頼性工 学 講義 。 1 

回選択科目Oil投単位殻 6 6 
選択科目修1tl単位放 1以上 3fJ上

W門将日開設単位fl計 20 20 27 29 31 33 
専門≪Ellt!lPI¥位数計 20 20 27 29 m1上棚上
ー綬料目修得単位数H 13 13 9 7 4 2 
合計修得単位数 33 33 36 36 3!11上期上

1 俊業種別欄は，授業の形態により，講義，演習．実験 ・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄にO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは
当該学年のみ）は，第13条第3項に規定する授業科目を示L，空欄の
ものは同条第2項に規定する授業科目を示す。



専門科目（電子制御工学科）（平成26年度以降編入学生） 専門科目（環境都市工学科）（平成19年度以降入学生）

授業科目
段重 学修 ~3学年 第4学~ 第5学年

備考
［欄 単位 A相~写”’ W国領防主凶 切7間H企”ヨ 町，，；~fl'.・同IM~間

応用数字 A 講義 1 1 
応用数学 B 講義。 2 2 
it. ff］数学 C 秘義。 1 1 
応 矧数学 D l 続~。 1 1 

応用物理 I講義~ 2 2 2 2 

情報 処 JlliII 諦義 2 2 
情千日処 沼！ ill 講義。 2 2 
電気磁気学 I講義 2 2 

必電気磁気学 E講義 。 2 2 
湿気回路 I講義 2 2 
電気回路 E講義。 1 
屯気回路 E i~縫。 1 1 
電子回路 講義 2 2 
電 子制御回路 前義。 1 1 
電子工学 I講義。 1 
システム制御 I講義。 1 1 

修 電動力デバイス I講義。 1 
電子デパイス I講義。 1 1 
電子計算機 I秘義。 1 1 
情報伝送工学 秘義。 1 1 
計 測 工学 講義。 2 2 
制御工学 講義。 2 2 
ロボット工学 I講義。 1 1 

科機械運動学 I講義 2 2 
機械運動学 E講義。 1 1 
機 械 巡動学 E 講義。 1 1 
材料の力学 I講義 2 2 
新・料のブ1学 E税義。 1 1 
材 事ヰ 弓』 講義。 1 
技術者倫 理 講義 。 1 
環境工不 Jレギー工学 講義。 1 1 

目電子制御詮ft製図E実験・実習 1 1 
電子制御工学実験 I東農・鶏 4 4 
電子制御工学実験E制·~＠。 3 3 
電子制御工学実験皿鶏・！（百。 3 3 
電芋制御絡会笑験 実験・実習。 2 2 
工学基礎研究 実験目実習。 2 2 
工学基礎研究E実験・2習 2 
工学－必礎研究E実員・実習 2 
卒業研 究 鰯・測 6 6 

r.-i- 20 20 27 29 19 21 
応用物浬 E講義 。 l附~llT":'I

電子工学 E講義。 1 1 
シスァム制御E論説。 1 
電動力デパイス E1梓義。 1 

選電子デバイス E鯖議。 1 1 

択
電子計算機 E講義。 1 1 
ロボッ卜工学H 講義。 1 

科 電子応刈機務 講義 1 1 
ロボッ 卜』tirn 初義 1 

自画像工学 講義 1 1 
電 子 機器設計 前必。 1 1 
信欄性工学 講義。 1 1 
選択科日開設単位数 12 12 
選肌同目 Ir得111 1~ 政 日以上 9J;ll: 

専門時日開設単位数Jt 20 20 27 29 31 33 
邸門科目路簡単位設計 20 20 27 29 1.&fJト調耳t
一般科目修得単位故計 13 13 9 7 

" 2 
合 ~ I’修得単位数 33 33 36 36 飢131J'l上
1 授業種別欄は．授業の形態により，講義，演習，実験 ・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄lこomのある授薬科円〈問問に学年の表示のあるものは
当該学年のみ） lit.. !ITJ3諸島宮'i3 ~買に規定する授業科目を示し，空欄の
ものは同条第2mに総定するl豊栄科目を示すe

授業科目
授業 学修

単位E
学年別配当

備考
種別 単位 lをf.2年 3王手 4年 5年

応 刀l敬 学 ~1'4-if発 。2 2 
応用 物 理 聴義 2 2 
シピルエンジニ7リング入門 強義 2 2 
コンピュータリテラゾ 講義 1 1 
数値計算法職義 。2 2 
現tJ 量学 I講義 1 1 
iJ!tJ量実習 I線・II 2 2 
点~量学 E税義 1 1 
制tJ 量実習 E悌．劉 2 2 

必損lj 量学 ill 講義 。2 2 
空 間情報工 学 ~~~.犠。1 
以・礎製図 総習 2 2 
設計製図 演習 。2 2 

1基礎実験 I主義・実 3 3 
議礎実験 E:iii ·~ 。3 3 
総合実験 照·~ 。1.5 1.5 

修基礎材料 学 講義 1 1 
コンクリート工学 I講義 2 2 
コンクリート工学E勝義 。2 2 
基 礎力 学 'iVt毅 2 2 
11却益力 学 I講義 2 2 
構造力学 E講義。3 3 

科水理学 I講義 2 2 
水理学 II 都議 。3 3 
土質力学 I講義 2 2 

土買力学 E講義 。3 3 
数理計画学 I講義 2 2 
数 理 計 画学 E鵠義 。1 1 
環境工学 I講義 2 2 

日環境工学 EE絡義 。2 2 
循環型社会形成諭 講義 。1 1 
都市工学 騎手島 。1 1 
建設マネシメン卜 講義 。1 1 
防災工学 講義 。1 1 
総合演習 I紙i習 。1 1 
総合演習 H 政習 。1.5 1.5 
技術者倫理 精義 。1 1 
卒業研究樋・翼i 8 8 

5十 74 3 8 20 27 16 
構造 解析学 蹴4受。1 1 
鋼 干著 造 li¥1.議 。1 1 
コンクリー卜工学皿 却後。1 1 

Lt買耐震工学 1持義 。1 1 
応用土質力 学 部畿。1 1 
地盤工 学 諦J長。1 1 

択A＜資 源工学 rr1暗義。1 1 
河川水理学 講義。1 1 
河川水文学 諦t良。1 1 

科 河川生態学 講義 。1 1 
生物学的排水処理工学 講義 。1 1 
地域都市計画 講義 。1 1 

目交通工学 講義 。1 1 
エネルギー工学 講義。1 1 
選択科目開設単位数 14 14 

選U｛科目修1単位低t'..i 1m上 12以上
専門科目開設瑚位敏1↑ 88 3 8 20 27 30 
専門科目修得単位数計 お泣上 3 8 20 27 拡比
一般科目修得単位放計 81 30 25 13 9 it 

合計修得単位数 161以上 33 33 33 36 3湖上

1 t受業種別欄は，授業の形態により，講義，演習．実験 ・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄にO聞のある俊議制臼 (I司凋に学年の表示のあるものは
当該学年のみ） i;l, ;$13条第3羽に1見定する授業科目を示し，空欄の
ものは同条第 2現に規定する授·~科目を示す。



専門科目（建築学科） （平成21年度入学生）

授業科目
授業 学修

単位数
学年目崎E当

備五暗
種別 単位 1年 2年 3年 4年 5年

応 m盟主学 r 紡義。1 1 
応用数学 H 講義。2 2 
応用物理 I講義 2 2 
応用物理 E 講義。1 1 
建 築学 辺論 講義 1 1 
デジタルデザイン i寅靭 1 1 
情報処理 I講義 1 1 
情報処理 H 講義。2 2 
~1\Y 造力学 I r,tt；義 2 2 
構造力学 E 講義。2 2 
地築材料 講義。1 1 
材料力学 講義 1 1 

必建築構法 講義 2 2 
水質構造 511~義 1 1 
R C桃造 I講義。2 2 
R C構 造 E 講義。2 2 
鉄骨構造 I講義。2 2 
鉄骨構造 E講義。2 2 
空間デザイン基礎 演習 1 1 

修インテリア基礎 演習 1 1 
イ Y テリ 7 デザイ；；~｜講義 1 1 
インテ リア設計I演習 1 1 
インテリア設計E演習 。2 2 
建築史 I論議 2 2 
建築史 E 講義 1 1 
建築計画 I講義 2 2 
建築計蘭 E講義。2 2 

科地域都市計画 講義。1 1 
環境工学 I講義 1 1 
環境 工 学 H｜講義。2 2 
建築設備 I講義。2 2 
環境デザイン I講義。1 1 
環境社会学 総義。1 1 
建築製図 I演習 2 2 

目建築製図 E 演習 2 2 
建築設計製図 I演宣 4 4 
建築設計製図H演習。4 4 
建築工学実験 I賊・謂 2 2 
建築工学実験E鶏・謂。1 1 
建築技術者倫理 講義。1 1 
建築生産 務4発。2 2 
建築法規 講義。2 2 
測 量 戸ミ主Fl与 講義。1 1 
iJ[IJ :Bl:学実習 実需・実習。1 1 
防災 工学 常設。1 1 
卒業研究実験・実習 6 6 

78 3 8 20 28 19 
re; m数 学 E 講義。1 1 
土質基礎工学 講義。1 1 

湿 構 造 投 音1・演習 1 1 
構造デザイン 講義。1 1 

l回 計画特論 講義 1 1 
IN 

奉加のデザイン 演習 1 1 
建築 'il1 m 講義。1 1 

科建築設計製図E 演習。2 2 
環境デザイン E講義。1 1 

国建築設備 E 講義。1 1 
選択科目開設単位数 11 11 
選択科目~~単位数 8以上 8以上

朝日l科目開設JJ!l立数 89 3 8 20 28 30 
専門科目修i県単位数 出以上 3 8 20 28訂以上
一般科日修得単位歎 81 30 25 13 9 4 
合計修得単位数 161以上 33 331 33 37 31以上

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義．演習，実験 ・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄にO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは
当該学年のみ）は，第13条第3項に規定する俊業科目を示し，空欄の
ものは同条第2項に規定する授業科目を示す。

専門科目（建築学科）（平成22年度以降入学生）

授業科目
授業 学修

単位数
学年別配当

備考種別 単Ii'!. 1年 2年 3年 4年 5年
応用数学 ［講義。1 1 
応用数学 E 講義。2 2 
応用物理 I講義 2 2 
応用物理 E 講義。1 1 
建築学通論 講義 1 1 
デジタルデザイン I演習 1 1 （注l)
デジタルデザインE演習 1 
情報処理 I講義 1 1 
情報処理 E 講義。1 1 
構造力学 I講義 2 2 
構造力 学 H講義。2 2 
建築材料 講義。1 1 

必材料力学 講義 1 1 
建築構法 講義 2 2 
木質構造 講義 1 1 
R C 俗造 I講義。2 2 
R C構造 E総論。2 2 
鉄骨機造 I講義。2 2 
鉄骨構造 E 勝義。2 2 
空間デザイン~礎 前習 1 1 

修インテリア~M! 演習 1 1 
インテリアデザイン議 講義 1 1 
インテリア設計I演習 1 1 
インテリア指1・ rr演習 。2 2 
建築史 I論議 2 2 
建築史 H講義 1 1 
建築計画 I講義 2 2 

科建築計画 E講義。2 2 
l也校・ffl)市計画｜講義。1 1 
環泊 工学 I講義 1 1 
環滋 工学 E講義。2 2 
建築設備 I5持議。2 2 
環境デザイン I講義。1 1 
環~ 会学 講義。1 1 
建築 関 I前首 2 2 

目 建 築 図 E償習 2 2 
建築設 耳目l刻 I 演習 4 4 
建築設計製図E演習。4 4 
建築工学実験 I鎖倒 2 2 
建築工学実験E時期。1 1 
建築技術者倫理 溜bill'。1 1 
建築生産

襲
。2 2 

建築法規 。2 2 
illil fil 学 。1 1 
前1］；自主幹実 習 主被告書。1 1 
防災 工学 時義。1 1 
皐築研究Z監・実習 6 6 

昔十 78 3 8 20 28 19 
応用数学 E 排 l;i;。1 1 

i語土質越聡工学 言嗣覧。1 1 
制 ;i.i!f 殺 官1・演習 1 1 
制溢デザイン 議事長。1 1 

沢計画特論 講義 1 1 
参加lのデザイン 演習 1 1 
iii!築史 E 講義。1 1 

同建築設計製図E 演習。2 2 
環境デザイン H講義。1 1 

目強築設備 H｜講義。1 1 
選択斜自開設単位敏 11 11 
選択科目修得単位fl 1以上 KV.Lt 

専門科目l湖fill'.111111.数 89 3 8 20 28 30 
専門科目修得恩位数 郎以上 3 8 20 28罰則－
一般科目修得単位数 81 30 25 13 9 4 
合言f・修得ti！位数 167以上 33 33 33 37 31瓦上
1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習，実験・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄lこO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは
当該学年のみ）は，第13条第3項に規定する授業科目を示し． 空欄の
ものは同条第2項に規定する授業科目を示す。
（注1）平成22年度入学生の授業科目「デジタルデザイン」を「デジタル
デザイン I」に置換する。



専門科目（建築学科）（平成25年度以降入学生） 専門科目（建築学科）（平成25年度以降編入学生）

授業科目
授業 学修 第3間：~ 第4学年 第5学年

備考
種別 単位 』a曹，、司ド抽官l~~告 ・隙惨o事，t~ ‘・・”HB’. 官Jfli~ '1.t；古

応用数字 IE際自民 。 1 1 
応用数学 E 部鋒 。 2 2 
応用物理 I 2 2 
応 ffl物理 E 。 1 
強築学通論
デゾタルデザイン I 1 1 
デジタルデザイン日 蹴習 1 1 
情報処理 I講義 1 1 
情報処理 H 。 1 1 
締活力学 I 2 2 
構造力学 E 。 2 2 
盤築材料 。 1 1 
材料力学 1 1 

必建築柿法
木質構造 1 1 
R C ~荷造 I 。 2 2 
R C ~~造 E 。 2 2 
鉄骨憐造 I 。 2 2 
鉄骨構造 E n 義 。 2 2 
空間デザイン基限 i首

修
インテリア基礎 t溜
インテリ 7デザイン詰 言語草 1 1 
インテ，，了設計 I的習 1 1 
インテリア設計E演習 。 2 2 
対3 築 史 I 3締義
建策史 II 説義 1 1 
建築計 画 I都議 2 2 
鎗集計画 E 鶏義 。 2 

科 地級官Ill市計画 重量量量 。 1 1 
環境工学 I宮路義 1 1 
環岐工学 E 講義 。 2 2 
総築股備 I都義 。 2 2 
環境デザイ ンI講義 。 1 1 
環境社会学 講義 。 1 1 
長ll築製図 I演習
ill築製図 E 演習

目建築設計製図 In員習 4 4 
建築設計製図 E 演習 。 4 4 
建築工学実験 I実額・実習 2 2 
建築工学実騒 E重量・期 。 1 1 
建築技術者鎗理 講義 。 1 1 
建築生産 税義 。 2 2 
建築法規 議義 。 2 2 
淑iJ 震 学 2徳義 。 1 1 
m11民学実習 ti・書官。 1 1 
防災工学 目前義 。 1 1 

l曜m築薬学学3基2礎演習 Ii寅留 2 
礎演習E 1富肖J 2 

卒業研究 車時・事世 6 6 
小計 20 22 28 30 19 19 

応用数学 E 構義 （】 1 1 

迎
土'.i!ll耳慣重工学 ~I~義 。 1 1 
構趨デザイン 出仕識 。 1 1 
構造設 計 演習 1 1 

択計画特論 総~長 1 1 
参加のデザイン 務！Wf 1 
建築史 E 総務 。 1 1 

宇ト 建築設計製図E 演習 。 2 2 
環境デザイン E議委

。 1 1 
目ru築設 備 E 。 1 1 

選l科目関詮単位歎 11 11 
ii I ！将 修符単位数 似上 SW: 

IJ.草 ’n 日剤投単位数 20 22 28 30 30 30 
・w:rn 同E得単位 N 20 22 28 30 27以上 計以上
｝般予－日 得単位 13 13 9 7 4 
合 計 修 手単位 33 35 37 37 31U.t ·~以上

1 授業種別欄は，授業の形態により，講義，演習，実験・実習及び実
技の別を示す。

2 学修単位欄にO印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは
当該学年のみ） は，第13条第3頃に規定する授業科目を示し，空欄の
ものは同条第 2項に規定する授業科目を示す。



別表第 3

電子システム工学専攻教育課程（平成23年度以降入学生） 建設工学専攻教育課程（平成23年度以降入学生）

区分 授 業 科 目 授業種目1)!Jll!r数開講時WI
備考

I if次2年次
社会倫理学特論 講義 2 2 

必 英語総合 A 1 演習 1 1 
英語総合 A 2 演習 1 1 

修 芙 宝自五口 総 メ仁言ヨ、 B 演習 2 2 
必修科目開設単位数計 6 2 4 

般 文 A寸uー与 講義 2 2 

科 選 総合ドイツ語 1 演習 1 1 
総合ドイツ語 2 演習 1 1 

白 択 数 学 ア ラカルト 講義 2 2 
選択 科 目開設単位数計 6 4 2 

一般科目開 設単位数合計 12 6 6 
一般科目修得単伎数合計 8単位以よ修得

生 命 科 学 講義 2 2 
物 質 化 寸"'t 講義 2 2 
環境生態工学 講義 2 2 

2 ~￥盤攻工と学必 情報機器工学 講義 2 

修 応 用 物 理 学 講義 2 2 j~述

情 報 工 寸"'t 講義 2 2 
創造工 学実習 実験実習 2 2 
必修 科 目開設単位数計 14 6 8 

専共門
量 子 力 守叫二 講義 2 2 
連 続 体 力 A寸u与与 講義 2 2 
環 境 材 料 A守u与' 講義 2 2 

通科目 シスァム計画学 講義 2 2 
応用数学特論 講義 2 2 

選 統 ~i・ 力 ；品子 講義 2 2 

択 ヒューマンインター7ェ－7,fザイ y 講義 2 2 
実 験 ア ラカルト 講義 2 2 
ビジネスアカウンティング 講義 2 2 
プロジェクトマネジメン卜 講義 2 2 
科学技術リテラシー教育実習 実験実習 2 2 
選択 科 目開設単位数計 22 16 6 

専 専門共通科 目 開 設 単 位 数 計 36 22 14 

~ ~ 電子シスァム工学実験 実1自実習 4 4 
必 電子システム工学特別実習 特別実習 3 3 

科
修 特 日リ 研 のア令L, 実験実習 14 6 8 

目 必修科目開設単位数計 21 13 8 
計測工学特論 講義 2 2 
流体力学特論 講義 2 2 
回 路 網 A寸iニd与ー 講義 2 2 
半 導 体 工 学 講義 2 2 

専門
ディジタルシステム基礎 講義 2 2 
ディジタルシステム応用 講義 2 2 

展
拡 散 現 象 論 講義 2 2 

開科 選 弾 塑 f生 力 ；叫子 講義 2 2 
目択 百十 算 力 点寸以L． 論議 2 2 

メカトロニクス特論 講義 2 2 
医用画像情報処理 講義 2 2 
制御工学特論 講義 2 2 
ディジタル制御工学 講義 2 2 
電気機器特論 講義 2 2 
百十 算 三E岡"' 講義 2 2 
選 択 科 目開設単位数計 30 14 16 

ν 専門展開科目開設単位数計 51 27 24 ＊ 

｜／ 専門共通科目開設！11位数計 36 22 14 
rJf.門科目開設単位数合計 87 49 38 
専 門 科 目 修 得単位数合計 54単位以上修得

間 投 司1 位 数 合 99 55 44 
一般科目・専門科目修得単位数合計 62単位以上修得

＊ 教育上支障のない場合に限り，他専攻の専門展開科目（選択科目）
を履修することができる。
この場合． 8単位を限度として修了に必要な単位として認定するこ

とができる。

区分 授 業 科 目 授業種別 単位数
開講時期

備考
l年次 1年次

社会倫理学特論 講義 2 2 

必 英語総合 A 1 演習 1 1 
英語総合 A 2 演習 1 1 

修 英 ”宝玉口 総 t仁~ B 演習 2 2 

必修科目開設単位数計 6 2 4 
般 文 A弓't 講義 2 2 

手ヰ 選 総合ドイツ語 1 演習 1 1 
総合ドイツ語 2 演習 1 1 

目 択 数学アラカル卜 講義 2 2 

選択科目開設単位数計 6 4 2 

一 般科目開設単位数合計 12 6 6 

一 般科目修得単位数合計 8単位以上修得

生 命 科 学 講義 2 2 

物 質 化 －《f'-4 講義 2 2 1千以j-A

情報機器工学 講義 2 2 I特（｛l
必 応用数学特論 講義 2 2 

共通

修 応 用 物 理 ：叫子 講義 2 2 
情 報 工 学 講義 2 2 

創造工学実習 実験実習 2 2 

必修科目開設単位数計 14 6 8 

環境生態工学 講義 2 2 
環 境 キオ 来ヰ 学 講義 2 2 

量 子 力 寸点A二d与 講義 2 2 
連 続 イ本 力 弓"t 講義 2 2 

目 システム計画学 講義 2 2 
選 統 言十 力 学 講義 2 2 

択 ヒューマyインター7エースデザイン 講義 2 2 
実験アラカノレ卜 講義 2 2 
ビジネスアカウンテイング 講義 2 2 

五昆
プロジェデトマネジメント 講義 2 2 

科学技術リテラシー教育実習 実験実習 2 
円 選択科目開設単位数計 22 16 6 

科 専門共通科目開設単位数計 36 22 14 

建設工 学 実験 実験実習 4 4 
目 必 建設工学特別実習 特別実官 3 3 

修 特 別 研 qブh1.. 実験実習 14 6 8 

必修科目開設単位数計 21 13 8 

構造解析学特論 講義 2 2 

建 設 言十 画 学 講義 2 2 
専 環境調整工学 講義 2 2 ; リノベーション・デザイン 講義 2 2 

選 地盤工学特論 講義 2 2 

水管理工学 講義 2 2 
択 建設振動学特論 講義 2 2 

環 境 百十 画 十品Lι 講義 2 2 
都 市 形 成 論 講義 2 2 

維持管理工学 講義 2 2 

選択科目開設単位数計 20 6 14 

専 門展開科目開設単位数計 41 19 22 ＊ 

レ専門共通科目開設単位数計 36 22 14 

専門科目開設単位数合計 77 41 36 

専門科目修得単位数合計 54単位以上修得

聞 設 単 位 数 ぷ口入 89 47 42 

一般科目 ・fJl.門科目修得単位敬合計 62単位以上修得

＊ 教育上支障のない場合に限り，他専攻の専門展開科目（選択科目）
を履修することができる。
この場合， 8単位を限度として修了に必要な単位として認定するこ

とができる。


